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バイオジェット燃料生産技術開発事業

実証を通じたサプライチェーンモデルの構築

食料と競合しない植物油脂利用による
ＳＡＦサプライチェーンモデルの実証

2022年度成果報告会
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問い合わせ先
株式会社J-オイルミルズ
https://www.j-oil.com/
TEL: 03-5148-7100(代表)

プログラムNo.17



助成事業概要

1. 期間
開始 ：2022年9月
終了（予定）：2025年3月
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2. 最終目標

・食料と競合しない植物油原料を選定し、安定的で安価な植物油の調達体制を確立
・搾油・精製の技術・設備を駆使して安価に大量の原料油を製造
・食料と競合しない油脂を原料としたSAFを低コストで製造するプロセスに貢献する

3.成果・進捗概要

・非可食油原料をリストアップし、サンプル入手・ラボ搾油試験を開始
・搾油適性の簡易的な評価、得られた油の品質評価を実施中



J-オイルミルズは100年以上の歴史を有する3社が合併し、
2004年に誕生しました
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J-オイルミルズの事業概要

油脂事業 スペシャリティーフード事業
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百万トン/年

ICAO Stocktaking2021 Dr Christophの資料より転載

廃食用油を原料としたSAF製造が先行しており
2030年まではHEFAプロセスが主流であると推定
原料となる『油』が大量に必要

5 / 10

SAFの需要予測



農林水産省 食料安全保障月報2022年8月 3特別分析トピックスより転載

バイオディーゼル市場が2004年以降急速に拡大
パーム油・大豆油などが原料の為食用の需要と競合
SAF原料としては新たな油脂原料が必要
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バイオ燃料需要の推移と原料油の内訳



廃食用油を原料としたSAFの製造が先行しているが
SAFの需要予測に対して廃食用油の量が不足

食用油
国内消費量
約250万トン

業務用

家庭用

消費量
約42万トン

消費量
約210万トン

廃食用油
回収量

約38万トン

飼料用

工業原料用

燃料用

輸出

廃食用油
発生量

約10万トン

未活用の家庭用廃油を合わせても約50万トンに留まり
2030年の国内SAF需要予測（約500万KL）とは大きな乖離

全国油脂事業協同組合連合会 令和３年資料より改変・作図
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国内の廃油発生状況と用途



拡大するSAF需要に必要とされる油について、
食用植物油の製造で培った知見・技術・設備を用いて
SAFの原料として求められる非可食の植物油を供給したい

搾油・抽出 精製

当社保有設備・技術を応用することで、

非可食油原料の前処理、搾油・精製
工程を最適化し、
SAF原料として適した植物油を大量・
安価に製造が可能となる

当社

劣化制御・品質コントロール技術
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本研究の着想



非可食油原料選定の考え方

●食料と競合しないこと
・小麦、米、大豆等の食料用作物の栽培地を圧迫しないこと
通常の食用作物生産に不適な土地（乾燥地、塩害地など）でも生育できること

・食用には不適なため有効活用されてない植物

●単位面積当たりの油脂生産量が大きいこと
・油脂原料としては最も優れるとされるパーム（アブラヤシ）の5トン/haと同等以上の単収

●収穫・原料処理・搾油の機会化が可能なこと
・SAFの需要に応える量・コストを実現する為、収穫、原料処理（分別など）、搾油処理
を機械化し大量処理できること
・製造プロセスで乾燥などに要するエネルギーが少ないこと（環境影響・コスト）

現在、非可食油の原料候補植物をピックアップし、
ラボでの搾油試験、得られた油脂の品質評価を実施中
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助成事業にて実証・検証するサプライチェーン全体像
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①栽培・収穫 ②搾油・精製 ③SAF化・燃料供給

④副生物利活用

食料と競合
しない植物

（国内・海外）
種子

当社

原料前処理/
搾油・抽出・精製/
ブレンド/品質管理

SAF

残渣/油糧

飼料

電気

油脂

飼料メーカー

電力会社

航空会社

オレンジ枠がNEDO事業範囲
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